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今月のスナ プッ
　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
昨
年
は
、
本
号
で
紹
介
し
て

い
る
中
村
悠
平
選
手
の
日
本
シ
リ
ー

ズ
Ｍ
Ｖ
Ｐ
獲
得
や
道
の
駅「
越
前
お

お
の 

荒
島
の
郷
」開
駅
な
ど
、
明
る

い
話
題
を
お
届
け
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

さ
て
、
今
年
は
皆
さ
ん
に
ど
ん
な

出
来
事
を
お
伝
え
で
き
る
で
し
ょ
う

か
。
今
年
も
広
報
お
お
の
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

国内外から注目されている、本市の国内外から注目されている、本市の
地層や化石を紹介します。地層や化石を紹介します。大野は全国有数の化石の宝庫大野は全国有数の化石の宝庫第１回第１回

市 民 の う ご き
令和３年12月１日現在（前月比）   

世帯数 1万1645世帯（-22世帯）
人　口  3万1676人 （-61人）
〈男〉 1万5167人 （-19人）
〈女〉 1万6509人 （-42人）

◆11月中の内訳
　転入　33人　　出生　17人
　転出　62人　　死亡　49人

　これまで数多くの化石が本市で発見されていることを知っていますか？中でも和泉地区には、幅広い時
代の地層が集まっており、古生代と中生代の貴重な化石が見つかっています。明治15年に下山区で日本初
となるジュラ紀のアンモナイトが発見されて以降、現在も本市の化石は専門家や化石愛好家を魅了し続け
ています。和泉郷土資料館には、これまでに本市で発見された恐竜やアンモナイト、三葉虫など数多くの
化石が展示されています。
　中部縦貫自動車道大野油坂道路の建設工事で掘削した岩石から、さらに多くの化石が発見されることが
予想され「世紀の大発見があるかも」と、多くの人が関心を持っています。令和元年10月からは化石調査ボ
ランティア「大野化石調査隊」が化石発掘体験センターＨＯＲＯＳＳＡ！で岩石を調査しています。

これは調査隊員が発見した
今から約１億6600万年前
のジュラ紀の植物化石なん
だ。保存状態が良く、植物
の形がはっきり分かるね

ＨＯＲＯＳＳＡ！で調査する大野化石調査隊

～
寅
さ
ん
の
名
言
～
私
は

山
田
洋
次
監
督
の
「
男
は
つ

ら
い
よ
」
の
フ
ァ
ン
で
あ

り
、
最
後
の
作
品
が
出
て
か

ら
で
も
30
年
近
く
経
ち
ま

す
が
今
も
時
々
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
鑑
賞
し
て
い
ま
す
。
一

作
品
観
る
と
続
け
て
観
た
く
な
り
ま
す
▼
映
画

の
中
で
寅
さ
ん
は
い
つ
も
バ
カ
な
こ
と
を
言
っ

て
は
周
り
の
人
を
笑
わ
せ
た
り
、
怒
ら
せ
た
り
、

騒
動
を
巻
き
起
こ
し
て
い
ま
す
が
、
時
た
ま
胸
に

響
く
こ
と
を
言
い
ま
す
。
最
近
観
た
作
品
の
中
で

私
が
共
感
し
た
の
は
、
甥
の
満
男
に
「
人
は
な
ぜ

生
き
る
の
か
」
と
聞
か
れ
た
時
に
答
え
た
「
生
き

て
い
て
よ
か
っ
た
な
あ
と
思
う
こ
と
が
あ
る
か

ら
だ
」
と
い
う
言
葉
で
す
▼
生
き
る
こ
と
の
意
味

に
つ
い
て
は
古
来
、
多
く
の
哲
学
者
や
偉
人
が
深

遠
な
言
葉
を
残
し
て
お
り
、
私
も
こ
れ
ま
で
書
物

で
目
に
し
て
き
た
と
思
い
ま
す
が
遺
憾
な
が
ら

記
憶
に
は
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
寅
さ

ん
の
こ
の
言
葉
を
聞
い
た
時
、
心
か
ら
得
心
し

ま
し
た
▼
映
画
監
督
は
自
分
の
信
念
を
登
場
人

物
の
口
を
借
り
て
述
べ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
言
葉
は
山
田
監
督
自
身
の
信
念
で
し
ょ
う
。

山
田
監
督
は
自
分
が
で
き
な
か
っ
た
一
つ
の
願

望
的
な
生
き
方
を
寅
さ
ん
と
寅
さ
ん
の
織
り
な

す
人
間
関
係
の
中
に
仮
託
し
て
い
る
よ
う
に
思

い
ま
す
▼
寅
年
の
年
頭
に
当
た
り
、
寅
さ
ん
の
名

言
「
生
き
て
い
て
よ
か
っ
た
な
あ
」
が
一
つ
で
も

多
く
実
感
で
き
る
こ
と
を
期
待
し
て
前
向
き
に

生
き
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。(

風
談
人)

今年もいいことが
ありますように
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【
大
豆
が
味
噌
に
変
身
！
】

秋
に
収
穫
し
た
大
豆
や
米
、

麦
な
ど
を
使
い
、
寒
さ
の
厳

し
い
時
季
に
加
工
す
る
こ

と
を
、
寒
仕
込
み
と
い
う
。

日
本
酒
や
味
噌
、
醤
油
な
ど

の
伝
統
食
品
で
、
寒
仕
込
み
が
行
わ
れ
て
き
た
。

特
に
発
酵
・
醸
造
食
品
の
場
合
、
気
温
が
低
く
、

空
気
が
乾
燥
し
て
お
り
、
雑
菌
が
増
殖
し
に
く
い

の
で
腐
敗
の
心
配
が
な
く
、
発
酵
が
ゆ
っ
く
り
と

進
む
。
そ
の
た
め
毎
年
こ
の
時
季
に
な
る
と
、
数

人
の
女
性
が
公
民
館
の
厨
房
を
借
り
て
「
手
造
り

味
噌
」
を
作
っ
て
い
る
▼
味
噌
は
大
豆
と
麹
と
塩

を
混
合
し
、
発
酵
・
熟
成
さ
せ
た
も
の
だ
。
味
噌

は
麹
の
種
類
に
よ
り
、
米
味
噌
、
麦
味
噌
、
豆
味

噌
に
分
か
れ
る
。
全
国
の
味
噌
の
８
割
が
米
味
噌

で
、
麦
味
噌
は
１
割
程
度
、
九
州
と
四
国
、
中
国

で
造
ら
れ
る
。
豆
味
噌
は
愛
知
、
三
重
、
岐
阜
の

３
県
で
造
ら
れ
て
い
る
▼
味
噌
の
色
は
、
出
来
上

が
り
の
色
に
よ
っ
て
、赤
系
、淡
色
に
分
か
れ
る
。

色
の
違
い
は
、
大
豆
を
蒸
す
か
煮
る
か
の
違
い
、

麹
と
大
豆
使
用
量
の
違
い
、
熟
成
期
間
の
違
い
、

切
り
返
し
の
有
無
な
ど
に
よ
っ
て
生
じ
る
。
味
噌

の
味
わ
い
は
、
う
ま
味
や
甘
み
、
酸
味
、
塩
加
減

な
ど
の
複
雑
な
調
和
で
生
ま
れ
る
▼
発
酵
・
熟
成

の
過
程
で
は
、
微
生
物
が
活
躍
し
、
仕
込
み
初
期

か
ら
麹
菌
の
有
用
な
酵
素
が
盛
ん
に
作
用
す
る
。

大
豆
は
「
畑
の
お
肉
」
と
い
う
別
名
が
あ
り
、
た

ん
ぱ
く
質
が
豊
富
だ
▼
自
分
の
手
で
仕
込
ん
だ

自
家
製
味
噌
を
「
手
前
味
噌
」
と
い
う
。
丹
精
し

た
自
家
製
味
噌
に
は
、
家
庭
ご
と
に
独
特
の
味
わ

い
が
あ
り
、
つ
い
つ
い
自
分
の
家
の
味
噌
の
お
い

し
さ
を
自
慢
し
て
し
ま
う
こ
と
か
ら
、
自
分
で
自

分
を
褒
め
る
こ
と
を
手
前
味
噌
と
い
う
よ
う
に

な
っ
た
よ
う
だ
（
Ｍ
・
Ｙ
）

国内外から注目されている、本市の国内外から注目されている、本市の
地層や化石を紹介します。地層や化石を紹介します。アンモナイトってどんな生き物？アンモナイトってどんな生き物？第２回第２回

現在

先カンブリア時代
第四紀古第三紀白亜紀ジュラ紀三畳紀ペルム紀

約6600万年前

石炭紀デボン紀シルル紀オルドビス紀カンブリア紀 新第三紀

約４億2560万年前
約46億年前

新　生　代中　生　代古　生　代

アンモナイトが生きていた時代

　アンモナイトは、現在の地球上では見ることができない絶滅した生き物です。後期シルル紀（約４億
2560万年前）に地球上に出現し、時代が移るにつれて、殻の形が異なるアンモナイトが次々と現れました。
その後、ジュラ紀、白亜紀を通して世界中の海で繁栄しましたが、白亜紀の末（約6600万年前）には恐竜な
どと共に完全に地球上から姿を消してしまいました。

アンモナイトはどのように現れ、そして消えていったのか

アンモナイトはイカやタコの仲間
　アンモナイトは約6600万年前に絶滅し
てしまったため、生きていたときの姿はほ
とんど知られていません。アンモナイトの
化石として残るのは殻の部分です。殻の形
から巻貝の仲間であると誤解されがちです
が、現在生きているアンモナイトの仲間（頭
足類）としてはイカやタコ、オウムガイがあ
げられます。

本市で発掘されたアンモナイト化石

僕たちがよく目にす
るアンモナイトの想
像図は、オウムガイ
を参考に描かれたも
のなんだ！！

市 民 の う ご き
令和４年１月１日現在（前月比）   

世帯数 1万1625世帯（-20世帯）
人　口  3万1615人 （-61人）
〈男〉 1万5147人 （-20人）
〈女〉 1万6468人 （-41人）

◆12月中の内訳
　転入　34人　　出生　11人
　転出　57人　　死亡　49人

今月のスナ プッ
　

今
年
も
た
く
さ
ん
雪
が
降
り
積
も

り
、
市
役
所
の
駐
車
場
に
大
き
な
雪

山
が
現
れ
ま
し
た
。

　

降
り
積
も
っ
た
雪
を
除
雪
し
、
ひ

と
汗
か
い
た
後
は
、
大
野
の
冬
の
風

物
詩「
で
っ
ち
羊
か
ん
」が
恋
し
く
な

り
ま
す
。

　

お
店
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
味
が

楽
し
め
る「
で
っ
ち
羊
か
ん
」。
皆
さ

ん
は
ど
の
お
店
の
味
が
好
き
で
す
か
。

市役所駐車場の雪山と
雪化粧した越前大野城
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昨
秋
、「
福
井
県
み
ら
い

子
育
て
ネ
ッ
ト
母
親
ク
ラ

ブ
連
絡
協
議
会
」
の
設
立

四
十
周
年
記
念
行
事
で
、

福
井
大
学
医
学
部
附
属
病

院
こ
ど
も
の
こ
こ
ろ
診
療
部　

友
田
明
美
教
授

の
オ
ン
ラ
イ
ン
講
演
会
に
参
加
し
た
。
友
田
教

授
は
テ
レ
ビ
等
で
も
有
名
な
方
で
、「
マ
ル
ト

リ
予
防
」
を
提
唱
さ
れ
て
い
る
▼「
マ
ル
ト
リ
」

と
は
「
マ
ル
＝
悪
い
」「
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
＝

扱
い
、
関
わ
り
」を
略
し
た
言
葉
で
、「
子
ど
も

へ
の
不
適
切
な
関
わ
り
」
を
指
す
。「
虐
待
」と

ま
で
は
言
え
な
く
て
も
、
例
え
ば
体
罰
な
ど
の

暴
力
や
強
い
ス
ト
レ
ス
を
与
え
た
り
、
暴
言
を

浴
び
せ
た
り
、
あ
ざ
笑
っ
た
り
、
家
族
の
け
ん

か
や
暴
力
、
性
的
な
も
の
を
見
せ
た
り
す
る
こ

と
等
で
、
こ
れ
ら
に
よ
り
子
ど
も
の
脳
は
傷
つ

き
、
実
際
に
変
形
す
る
▼
そ
し
て
、
こ
う
し
た

こ
と
が
そ
の
後
の
生
き
方
、
健
康
や
寿
命
に
ま

で
影
響
し
か
ね
な
い
。
で
は
、な
ぜ「
マ
ル
ト
リ
」

が
起
こ
る
か
と
い
う
と
、
子
育
て
に
は
多
く
の

労
力
が
必
要
で
、
保
護
者
を
イ
ラ
イ
ラ
さ
せ
る

か
ら
だ
▼
そ
こ
で
重
要
な
の
が
「
と
も
育
て
」。

友
人
や
ご
近
所
や
地
域
の
人
、
保
育
所
や
学
校
、

行
政
な
ど
色
々
な
大
人
が
親
子
に
寄
り
添
い
、

「
共
同
子
育
て
（
と
も
育
て
）」
を
す
る
社
会
を

作
り
た
い
と
友
田
教
授
は
語
っ
て
お
ら
れ
た
。

詳
し
い
こ
と
は
、「
マ
ル
ト
リ
予
防
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
」
で
検
索
を
▼
傷
つ
い
た
脳
は
、
適
切
な

関
わ
り
が
あ
れ
ば
回
復
す
る
。
今
、
子
ど
も
達

を
守
る
こ
と
は
、
私
達
自
身
の
未
来
を
守
る
こ

と
で
も
あ
る
。（
Ｋ
・
Ｋ
）

市 民 の う ご き
令和４年２月１日現在（前月比）   

世帯数 1万1606世帯（-19世帯）
人　口  3万1537人 （-78人）
〈男〉 1万5120人 （-27人）
〈女〉 1万6417人 （-51人）

◆１月中の内訳
　転入　28人　　出生　10人
　転出　52人　　死亡　64人

栃栃
とちもちとちもち

餅餅山のアンモナイト化石山のアンモナイト化石第３回第３回

　平成29年４月27日に、市の学芸員が和泉地区の栃餅山でアンモナイトの化
石を発見しました。このアンモナイトは、県立恐竜博物館との共同研究により、
エピストレノセラスという種類であることが判明しました。エピストレノセラ
スは、約１億6640万年前の中期ジュラ紀バトニアン期に生息していたアンモ
ナイトです。これまでにヨーロッパやインド、中南米などで発見されていまし
たが、今回初めて東アジアで発見されました。

東アジア初のアンモナイト化石を発見

栃餅山ってどんな山？
　栃餅山（標高882.9㍍）は、和泉地区の下山、板倉、朝日、貝皿にわたり広が
る山域にあり、中期ジュラ紀の地層である九頭竜層群が隆起してできた山です。
エピストレノセラス化石は、これまでアンモナイト化石が報告されていない栃餅山の南方で発見されました。

エピストレノセラス化石エピストレノセラス化石

栃餅山栃餅山

化石発掘体験センター HOROSSA! から望む栃餅山

栃餅山は
HOROSSA!から
よく見えるよ！
スタッフに
聞いてみてね！

国内外から注目されている、本市の国内外から注目されている、本市の
地層や化石を紹介します。地層や化石を紹介します。

今月のスナ プッ
　

奥
越
特
別
支
援
学
校
へ
取
材
に

行
っ
た
際
に
、
織
物
を
制
作
し
て
い

る
様
子
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
が
一
つ
一
つ
丁
寧
に
手

作
業
で
制
作
す
る
、
色
鮮
や
か
な
糸

が
織
り
な
す
作
品
は
、
カ
ラ
ー
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
が
豊
富
で
、
と
て
も
魅

力
的
で
し
た
。

　

平
成
大
野
屋
結
楽
座
で
は
、
コ
ー

ス
タ
ー
や
マ
ル
チ
ケ
ー
ス
な
ど
を
販

売
し
て
い
ま
す
。
お
気
に
入
り
の
一

つ
を
見
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
。奥越特別支援学校で

使用している手織り機
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市 民 の う ご き
令和４年３月１日現在（前月比）   

世帯数 1万1599世帯 （-７世帯）
人　口  3万1491人 （-46人）
〈男〉 1万5100人 （-20人）
〈女〉 1万6391人 （-26人）

◆２月中の内訳
　転入　25人　　出生　14人
　転出　44人　　死亡　41人

ジュラ紀の大野は海だったジュラ紀の大野は海だった第４回第４回

　ジュラ紀の化石は、本市の下山や貝皿、長野、下大納、上半原などで発見されています。特に貝皿では
多くの化石が発見されており、アンモナイトの他、べレムナイト、オウムガイ、二枚貝、巻貝など海の生
き物の化石が発掘されています。
　このことから、ジュラ紀の大野は海だったことが分かります。

ジュラ紀の大野
が海だったなん
てびっくり！！

国内外から注目されている、本市の国内外から注目されている、本市の
地層や化石を紹介します。地層や化石を紹介します。

シュードニューケニセ
ラス・ヨコヤマイ パラパトセラス べレムナイト ボシトラ

　世界で唯一、本市のみ
で発見されているアンモ
ナイトです。近年では中
国チベットでも、よく似
た種類のアンモナイト化
石が発見されています。

　このアンモナイトは、巻
きが解けたような形をし
ており、異常巻きアンモナ
イトと呼ばれています。

　本市のアンモナイト化
石産地でよく見つかる二
枚貝です。

　中生代にいた、イカに
似た姿の生き物です。化
石として残るのは、体の
固い部分で、「矢

や
石
いし

」と呼
ばれています。

中
部
縦
貫
自
動
車
道
の
小

矢
戸
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る

と
、
ま
だ
雪
が
残
る
荒
島

岳
が
目
に
飛
び
込
ん
で
く

る
。
程
な
く
左
手
に
火
口

壁
が
特
徴
的
な
経
ヶ
岳
も
。
そ
し
て
尾
根
か
ら

麓
へ
と
緩
や
か
な
斜
面
と
田
畑
、
集
落
、
街
並

が
広
が
る
。
自
然
の
造
形
と
人
の
営
み
が
一
体

化
し
て
い
る
よ
う
だ
▼
こ
の
時
季
の
こ
の
風
景

は
、
自
然
の
荘
厳
さ
と
人
の
強
さ
と
温
か
さ
を

感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
。
大
野
が
誇
っ
て
よ
い
景

観
だ
▼
規
模
は
別
と
し
て
大
野
は
盆
地
の
典
型

だ
。
周
囲
の
山
々
か
ら
の
開
放
口
は
九
頭
竜
川

の
流
れ
だ
け
。
昔
は
他
所
と
の
繋
が
り
は
川
か

峠
道
を
通
し
て
だ
っ
た
▼
取
り
巻
く
山
々
を
抜

け
る
に
は
ト
ン
ネ
ル
は
必
要
不
可
欠
。
大
野
と

他
所
と
の
交
通
は
い
く
つ
も
の
ト
ン
ネ
ル
と
道

路
整
備
に
よ
り
格
段
の
進
歩
を
遂
げ
た
▼
車
で

ト
ン
ネ
ル
に
入
る
と
き
、
慣
れ
た
道
で
も
心
な

し
か
緊
張
す
る
。
ト
ン
ネ
ル
は
不
安
や
閉
塞
感

を
も
た
ら
す
。
が
、
未
知
へ
の
期
待
を
も
抱
か

せ
る
▼
４
月
を
迎
え
、
多
く
の
若
者
が
ト
ン
ネ

ル
を
抜
け
、
新
し
い
世
界
に
飛
び
込
む
。
一
方
、

外
の
世
界
で
自
分
を
磨
い
て
き
た
若
者
が
再
び

ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
、
ふ
る
さ
と
に
戻
る
▼
若
者

た
ち
は
ト
ン
ネ
ル
の
先
に
、
ど
ん
な
夢
を
描
い

て
い
る
の
だ
ろ
う
。
描
く
夢
を
探
し
求
め
て
ト

ン
ネ
ル
に
飛
び
込
む
の
も
い
い
。
そ
れ
ぞ
れ
が

夢
に
一
歩
で
も
近
づ
け
る
よ
う
、
心
か
ら
エ
ー

ル
を
送
ろ
う
（
Ｄ
・
Ｅ
）

海の生き物がた
くさん見つかっ
ているんだね！

今月のスナ プッ
　

結
と
ぴ
あ
で
、
市
内
園
児
の
絵
画

を
紹
介
す
る「
い
の
ち
か
が
や
く
子

ど
も
美
術
展
」が
開
催
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　

色
鮮
や
か
な
絵
の
具
を
使
い
、
思

い
の
ま
ま
自
由
に
描
か
れ
て
い
る
子

ど
も
た
ち
の
絵
を
見
て
い
る
と
、
想

像
力
が
か
き
立
て
ら
れ
ま
す
。

　

４
月
か
ら
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
前
例
踏
襲
の
固
定
観
念
に

と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
新
た
な
一

歩
を
踏
み
出
し
て
い
き
た
い
で
す
。

色とりどりの絵画がずらり
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おおのおおの
化石化石
通信通信 古生代の化石に魅せられて古生代の化石に魅せられて第５回第５回

　和泉地区には、古生代から中生代のさまざまな地層があります。 特に、約４億年前のデボン紀と呼ば
れている時代の化石は、全国的にも産出されることは珍しく、貴重なものです。古生代の地層が広がる和
泉地区の伊勢は、古くからデボン紀の化石産地として知られており、この時代を特徴づける三葉虫やハチ
ノスサンゴなどの化石が発見されています。そんな古生代の化石に魅せられた、一人の男性がいます。

国内外から注目されている、本市の国内外から注目されている、本市の
地層や化石を紹介します。地層や化石を紹介します。

今月のスナ プッ
　

４
月
８
日
の
大
火
記
念
日
に
消

防
団
夜
間
広
報
巡
回
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
各
分
団
か
ら
集
結
し
た
消
防

団
車
両
が
一
斉
に
サ
イ
レ
ン
を
鳴

ら
し
出
発
す
る
様
子
は
ま
さ
に
圧

巻
。
ま
た
、
消
防
団
員
の
皆
さ
ん

の
規
律
正
し
い
敬
礼
動
作
を
見
て
、

こ
ち
ら
も
身
の
引
き
締
ま
る
思
い

と
な
り
ま
し
た
。

　

ア
ウ
ト
ド
ア
活
動
が
し
や
す
い
季

節
と
な
り
ま
し
た
が
、
火
災
に
は
注

意
し
て
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て

く
だ
さ
い
。

夜間広報巡回へ
出発する消防団車両

化石を探す山本さん

古生代の魅力を伝えたい
　化石発掘体験センターＨＯＲＯＳＳＡ！のチーフディレクター
として働く山本久

ひさひろ
大さんは、古生代の化石を愛する大

お お の び と
野人です。

　小学生の時に参加した和泉地区の化石発掘体験をきっかけに化
石の魅力に引き込まれ「大野市の古生代の研究に貢献したい」と、大
人になってからは仲間とともに伊勢で調査活動を行っています。
　「特に三葉虫は現代の生き物とは全く違う不思議な外見をしてい
ます。化石を探すことで太古の海とそこに暮らしていた生き物の姿
を知ることができます」と古生代の化石の魅力を熱く語りました。

山本さんは古生代の貴重な化石をた
くさん発見しているんだって！博物
館に展示されるのが楽しみだな！

「
理
不
尽
」
と
い
う
言
葉
が

あ
る
。
辞
書
に
よ
れ
ば
、

「
理
」
は
物
事
の
筋
道
・
道

理
を
示
し
、「
不
尽
」
は
つ

く
さ
な
い
・
つ
き
な
い
と

い
う
意
味
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
「
理
不
尽｣

と
は
道
理
に
は
合
わ
な
い
こ
と
、
筋
が
通
ら
な

い
、
矛
盾
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
▼
ロ

シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
は
、
ま
さ
し
く

理
不
尽
と
し
か
言
い
よ
う
の
な
い
一
方
的
な
も

の
で
あ
り
、
連
日
民
間
人
も
含
め
た
多
く
の
犠

牲
者
が
出
て
い
る
。
ど
の
よ
う
に
大
義
を
叫
ん

で
も
、
戦
争
は
殺
り
く
で
あ
っ
て
、
憎
悪
し
か

生
み
出
さ
な
い
▼
仏
教
の
最
も
古
い
経
典
で
あ

る
パ
ー
リ
語
聖
典
に
、
釈
迦
は
次
の
よ
う
に
語

る
。「
す
べ
て
の
者
は
暴
力
に
お
び
え
る
。
全

て
の
生
き
物
に
と
っ
て
生
命
は
愛
し
い
。
己
が

身
に
ひ
き
く
ら
べ
て
、
殺
し
て
は
な
ら
ぬ
。
殺

さ
し
め
て
は
な
ら
ぬ
。｣

と
▼
仏
教
徒
の
必
要

最
低
限
の
生
活
規
範
で
あ
る
、五
つ
の
戒
め(

五

戒)

の
冒
頭
は
、「
不
殺
生｣

で
あ
る
。
そ
の
背

景
に
は
、
釈
迦
の
祖
国
が
、
当
時
の
イ
ン
ド
の

強
国
コ
ー
サ
ラ
国
に
よ
っ
て
侵
攻
さ
れ
滅
ん
で

い
る
悲
劇
も
あ
る
の
で
あ
ろ
う
▼
連
日
報
道
さ

れ
る
映
像
か
ら
、
銃
を
持
つ
ロ
シ
ア
の
兵
士
の

一
人
一
人
に
も
家
族
が
あ
る
だ
ろ
う
に
と
も
思

う
し
、
攻
撃
に
逃
げ
惑
う
人
々
の
姿
を
目
の
当

た
り
に
し
て
、
遠
く
離
れ
た
私
た
ち
に
何
が
出

来
る
の
か
を
問
う
時
、
何
も
出
来
な
い
無
力
な

自
分
が
い
る
。
せ
め
て
、
不
条
理
な
殺
戮
と
憎

悪
の
連
鎖
の
愚
か
さ
を
訴
え
続
け
て
い
く
し
か

な
い
（
Ｋ
・
Ｋ
）

市 民 の う ご き
令和４年４月１日現在（前月比）   

世帯数 1万1596世帯（-３世帯）
人　口  3万1358人（-133人）
〈男〉 1万5041人 （-59人）
〈女〉 1万6317人 （-74人）

◆３月中の内訳
　転入　120人　　出生　 9人
　転出　208人　　死亡　54人
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深
遠
な
ロ
シ
ア
文
学
の
土

壌
▼
二
月
に
ロ
シ
ア
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
が
始
ま
っ

て
以
来
、
ロ
シ
ア
の
不
可

解
さ
は
増
す
ば
か
り
で

す
。
第
二
次
世
界
大
戦
時

に
欧
州
で
展
開
し
た
情
景
が
再
現
さ
れ
た
か
の

よ
う
な
映
像
に
日
々
接
し
て
い
ま
す
。
老
練
な

英
首
相
チ
ャ
ー
チ
ル
は
「
ロ
シ
ア
の
行
動
は
謎

の
中
の
謎
に
包
ま
れ
た
謎
で
あ
る
」
と
回
顧
録

の
中
で
記
し
て
い
ま
す
▼
ロ
シ
ア
の
謎
は
、
そ

の
歴
史
と
国
民
性
に
か
な
り
の
部
分
が
由
来
し

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
歴
史
と
は
近
代
以

降
、
専
制
君
主
制
、
共
産
党
独
裁
制
、
ソ
連
崩

壊
の
混
乱
を
経
て
プ
ー
チ
ン
体
制
へ
と
専
制
的

体
制
が
続
い
て
き
た
こ
と
で
す
。
不
幸
な
こ
と

に
ロ
シ
ア
国
民
は
自
由
で
平
穏
な
時
代
を
ほ
と

ん
ど
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
の
で
す
▼
ロ
シ
ア

人
の
国
民
性
に
つ
い
て
は
、
徹
底
し
て
自
由
を

希
求
す
る
性
向
と
自
由
が
も
た
ら
す
混
乱
を
極

度
に
恐
れ
る
性
向
が
並
存
し
て
い
る
と
指
摘
さ

れ
ま
す
。
文
豪
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
は
「
我
が

国
は
無
制
限
の
君
主
制
だ
。
だ
か
ら
恐
ら
く
ど

こ
よ
り
も
自
由
だ
」
と
逆
説
的
か
つ
鋭
利
に
表

現
し
て
い
ま
す
。
専
制
的
体
制
の
も
と
で
国
家

権
力
を
否
定
す
る
無
政
府
主
義
思
想
が
ロ
シ
ア

で
広
が
っ
た
事
情
が
よ
く
理
解
で
き
ま
す
▼
こ

の
よ
う
な
ロ
シ
ア
の
歴
史
と
国
民
性
が
深
遠
な

ロ
シ
ア
文
学
の
土
壌
と
な
っ
て
い
る
と
い
え
る

で
し
ょ
う
。
文
学
史
上
燦さ

ん
ぜ
ん然
と
輝
く
十
九
世
紀

ロ
シ
ア
文
学
が
こ
の
よ
う
な
土
壌
の
中
か
ら
生

ま
れ
て
き
た
と
い
う
事
実
の
前
に
ロ
シ
ア
文
学

フ
ァ
ン
は
暗あ

ん
た
ん澹

と
し
た
複
雑
な
心
境
に
陥
り
ま

す
。（
風
談
人
）

今月のスナ プッ

おおのおおの
化石化石
通信通信

　古生代の化石は、本市の伊勢、野尻、大谷、箱ケ瀬などで発見
されています。伊勢と箱ケ瀬には、約４億年前のデボン紀と呼ば
れる時代のサンゴ化石が含まれる石灰岩が分布しています。 石
灰岩は、サンゴの殻が積もったサンゴ礁が長い時間をかけて固ま
ることでできます。石灰岩の中からは、サンゴの他、三葉虫、ウ
ミユリなどの化石が発掘されており、デボン紀のサンゴ礁には多
種多様な生き物が生息していたことが分かります。

国内外から注目されている、本市の国内外から注目されている、本市の
地層や化石を紹介します。地層や化石を紹介します。

ハチノスサンゴ化石が含まれる石灰
岩を磨くと、ハチの巣のような模様
がきれいに見えるよ

三葉虫の仲間
　古生代末に絶滅した節足
動物の仲間です。箱ケ瀬で
は尾の部分の化石が発見さ
れています。 

ウミユリの仲間
　植物のような名前がついていますが、
実はヒトデやナマコと同じ棘

きょくひ
皮動物の

仲間です。現在は深海で生息していま
すが、かつては世界中の浅い海に生息
していました。 ハチノスサンゴの仲間

第６回　サンゴ礁が石灰岩になった第６回　サンゴ礁が石灰岩になった

市 民 の う ご き
令和４年５月１日現在（前月比）   

世帯数 1万1607世帯（+11世帯）
人　口  3万1319人 （-39人）
〈男〉 1万5017人 （-24人）
〈女〉 1万6302人 （-15人）

◆４月中の内訳
　転入　 89人　　出生　17人
　転出  101人　　死亡　44人

　

荒
島
岳
の
山
開
き「
芽
吹
祭
」の
取

材
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
天
候
に
も

恵
ま
れ
、
登
山
者
が
楽
し
そ
う
な
足

取
り
で
続
々
と
山
頂
を
目
指
し
て
い

き
ま
し
た
。

　

登
山
道
の
勝
原
コ
ー
ス
に
は「
荒

島
愛
山
会
」の
皆
さ
ん
が
整
備
を
し

た
桜
の
木
々
が
並
ん
で
い
ま
す
。
桜

の
葉
の
新
緑
が
美
し
く
、
歩
い
て
い

て
心
が
和
み
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
も
、
装
備
を
万
全
に
し
て
、

山
登
り
を
楽
し
ん
で
み
て
は
い
か
が

で
す
か
。

荒島岳 勝原コースを
歩く登山者
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おおのおおの
化石化石
通信通信

市 民 の う ご き
令和４年６月１日現在（前月比）   

世帯数 1万1620世帯（+13世帯）
人　口  3万1290人（-29人）
〈男〉 1万4999人（-18人）
〈女〉 1万6291人（-11人）

◆５月中の内訳
　転入　98人　　出生　  8人
　転出　90人　　死亡　45人

小さな謎の化石「コノドント」小さな謎の化石「コノドント」第７回第７回 国内外から注目されている、本市の国内外から注目されている、本市の
地層や化石を紹介します。地層や化石を紹介します。

【
ア
ジ
サ
イ
の
花
】
色
鮮

や
か
な
ア
ジ
サ
イ
の
花
が

庭
を
彩
っ
て
い
る
。
ア
ジ

サ
イ
の
花
色
は
、
土
壌
が

酸
性
か
ア
ル
カ
リ
性
か
に

よ
っ
て
異
な
る
。
酸
性
の
土
壌
だ
と
ブ
ル
ー
系

に
な
り
、
中
性
か
ら
弱
ア
ル
カ
リ
性
の
土
壌
だ

と
ピ
ン
ク
色
に
な
る
と
い
う
▼
初
夏
、
淡
青
色

か
ら
淡
紫
紅
色
に
変
わ
る
萼が

く

の
あ
る
小
花
が
、

球
状
に
集
ま
っ
て
咲
く
。
花
色
が
頻
繁
に
変
化

す
る
こ
と
か
ら
、
花
言
葉
は
「
移
り
気｣

｢

浮

気｣

な
ど
と
い
わ
れ
る
。
花
び
ら
に
見
え
る
部

分
は
萼が

く

で
、
中
央
の
小
さ
な
花
芯
に
見
え
る
も

の
は
花
で
あ
る
▼
ア
ジ
サ
イ
に
は
し
っ
と
り
と

し
た
雨
が
よ
く
似
合
う
。
晴
天
時
は
パ
サ
ッ
と

し
た
質
感
に
な
る
が
、
滴
を
ま
と
っ
た
ア
ジ
サ

イ
は
み
ず
み
ず
し
く
、
生
き
生
き
と
し
た
た
た

ず
ま
い
に
な
る
。
だ
か
ら
ア
ジ
サ
イ
を
撮
る
な

ら
、
雨
の
日
が
良
い
と
思
う
▼
ガ
ク
ア
ジ
サ
イ

は
日
本
で
改
良
さ
れ
た
園
芸
品
種
。
高
さ
は

１
～
１
・
５
㍍
の
落
葉
低
木
。
葉
は
大
き
な
楕

円
形
▼
雨
の
日
は
外
に
出
る
の
が
お
っ
く
う
に

な
り
が
ち
だ
が
、
雨
上
が
り
の
時
に
は
水
滴
が

光
に
反
射
し
て
キ
ラ
キ
ラ
輝
き
、
宝
石
の
よ
う

な
写
真
が
撮
れ
る
よ
う
だ
▼
最
近
は
鉢
物
と
し

て
小
ぶ
り
の
品
種
が
、
季
節
に
な
る
と
花
屋
の

店
前
に
わ
っ
と
出
て
く
る
と
い
う
。
挿
木
で
容

易
に
活
着
す
る
木
で
あ
る
▼
雨
が
降
る
あ
る

日
、
用
事
が
あ
っ
て
お
手
次
の
お
寺
に
い
っ

た
。
ア
ジ
サ
イ
は
し
っ
と
り
と
し
た
た
た
ず
ま

い
だ
っ
た(

Ｍ
・
Ｙ)

今月のスナ プッ

一面黄金色に染まる大麦畑

コノドントとは
　コノドントは、約５億年前（カンブリア紀後期）～
約２億年前（三畳紀末）の地層から見つかる動物の一
部の化石で、とても小さく歯のような形をしていま
す。コノドントを持っていた動物の正体については
さまざまな説がありますが、細長いウナギのような
姿をした動物だと考えられています。

　本市では、これまでコノドント化石の詳しい研
究が行われていませんでした。近年になって本市
野尻に分布する約３億年前（石炭紀後期）の石灰岩
から保存状態の良いコノドント化石が多数発見さ
れるようになり注目されています。

大野市で発見されたコノドント化石

　これまでに日本で発見されている最古の化石は何か知っていますか？その答えは、岐阜県高山市（旧上
宝村）で発見された約４億5000万年前（オルドビス紀後期） の「コノドント」と呼ばれる化石です。

コノドントを持つ動物の復元図（提供：山本匠アトリエ）

大野市野尻で発見されたコノドント化石の
顕微鏡写真（提供者：三宅幸雄さん） 

コノドント化石の大きさは約0.2～１ミリメートル。
とても小さいから、顕微鏡を使って観察を行うのよ！

　

麦
が
黄
金
色
に
熟
す
る「
麦
秋
」を

迎
え
、
各
所
で
大
麦
の
収
穫
が
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
。
収
穫
さ
れ
た
大
麦

は
麦
茶
な
ど
に
加
工
さ
れ
ま
す
。

　

食
べ
物
の
印
象
が
強
い
大
麦
で
す

が
、
花
言
葉
も
あ
り
、「
富
」「
希
望
」

「
豊
作
」「
繁
栄
」な
ど
と
い
っ
た
縁
起

の
良
い
言
葉
が
並
ん
で
い
ま
す
。

　

麦
茶
が
お
い
し
い
季
節
に
な
り
ま

し
た
が
、
花
言
葉
を
思
い
な
が
ら
飲

む
と
、
い
っ
そ
う
お
い
し
く
感
じ
ら

れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
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市 民 の う ご き
令和４年７月１日現在（前月比）   

世帯数 1万1618世帯（-２世帯）
人　口  3万1258人（-32人）
〈男〉 1万4974人（-25人）
〈女〉 1万6284人 （-７人）

◆６月中の内訳
　転入　  90人　　出生　17人
　転出　103人　　死亡　36人

水
・
金
・
地
・
火
・
木
・
土
・

天
・
海
。
太
陽
系
の
惑
星
の

名
前
を
覚
え
た
の
は
い
つ
の

こ
と
だ
っ
た
か
。
冥
王
星
が

外
れ
、
８
つ
に
な
っ
た
惑

星
の
う
ち
、
地
球
を
除
く
７
つ
が
明
け
方
の
空
に

並
ぶ
「
惑
星
直
列
」
と
い
う
壮
大
な
天
文
シ
ョ
ー

が
、
今
年
の
６
月
半
ば
か
ら
終
わ
り
頃
に
か
け
て

繰
り
広
げ
ら
れ
た
▼
星
が
見
え
る
時
間
帯
に
全
て

の
惑
星
が
地
平
線
の
上
に
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、

と
て
も
珍
し
い
の
だ
そ
う
だ
。
さ
ら
に
三
日
月
が

加
わ
っ
て
、
夜
明
け
前
の
南
か
ら
東
の
空
は
静
寂

の
う
ち
に
も
華
や
か
な
輝
き
に
満
ち
て
い
た
の
だ

ろ
う
▼
残
念
な
が
ら
こ
の
季
節
は
夜
明
け
前
に
晴

天
に
な
る
こ
と
が
少
な
く
、
ま
だ
暗
い
う
ち
に
起

き
て
空
を
見
上
げ
る
と
い
う
こ
と
も
難
し
く
、
私

自
身
は
直
接
見
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
撮

影
さ
れ
た
写
真
は
ネ
ッ
ト
上
で
見
る
こ
と
が
で
き

る
。
暗
く
て
肉
眼
で
は
確
認
で
き
な
い
天
王
星
と

海
王
星
も
宇
宙
の
彼
方
に
確
か
に
存
在
し
て
い
る

と
思
う
と
、
心
が
躍
る
よ
う
な
ロ
マ
ン
を
感
じ
る

▼
７
月
と
８
月
に
は
大
野
市
民
が
協
力
し
て
一

斉
に
明
か
り
を
消
し
、
星
を
観
察
し
や
す
い
夜

空
を
作
り
出
す
「
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
お
お
の
」
も

開
催
さ
れ
る
。
記
録
的
な
暑
さ
が
続
く
今
年
の

夏
、
省
エ
ネ
に
も
な
り
、
さ
ら
に
天
の
川
が
煌

め
く
美
し
い
大
野
の
星
空
を
守
る
こ
と
に
も
つ

な
が
る
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
。
イ
ベ
ン
ト
だ
け
で
な

く
、普
段
か
ら
心
が
け
よ
う
と
思
う
。（
Ｋ
・
Ｋ
）

今月のスナ プッ

おおのおおの
化石化石
通信通信

昭和55年頃の伊月化石壁
（提供：大野地球科学研究会）

伊月化石壁で発見された漣痕が表面
に残る岩石

伊月化石壁で発見された二枚貝化石

すごい！波の跡も化石みたい
に石の中に残るんだね！

有名な化石産地「伊月化石壁」有名な化石産地「伊月化石壁」第８回第８回

　九頭竜川支流の石徹白川に沿って通る県道127号線（白山中居神社朝日線）にある後野ロックシェッドの
上には、「伊月化石壁」と呼ばれている大きな崖があります。これは前期白亜紀の手取層群伊月層（約１億
2700万年前）の地層です。シジミやカキなどの貝化石や漣

れんこん
痕（波が水底につくった模様）が表面に残ってい

る岩石が見つかるため、伊月化石壁の地層は海水と淡水とが混じる塩分が低い河口付近などの場所で堆積
したことが分かります。過去には、恐竜の足跡化石などが発見され、注目を集めました。

国内外から注目されている、本市の国内外から注目されている、本市の
地層や化石を紹介します。地層や化石を紹介します。

　

今
年
は
梅
雨
が
短
く
、
平
年
よ
り

１
カ
月
近
く
早
い
梅
雨
明
け
と
な
り

ま
し
た
。
外
に
出
る
の
を
た
め
ら
う

よ
う
な
暑
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

７
月
か
ら
結
楽
座
の
回
廊
と
平
成

大
野
屋
洋
館
の
テ
ラ
ス
に
、
涼
を
演

出
す
る
色
と
り
ど
り
の
手
ぬ
ぐ
い
が

飾
ら
れ
て
い
ま
す
。
見
る
だ
け
で
暑

さ
が
和
ら
ぐ
気
が
し
ま
す
。

　

普
段
の
生
活
で
も
、
涼
を
感
じ
る

も
の
を
取
り
入
れ
、
猛
暑
を
乗
り
切

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

色とりどりの手ぬぐい

発
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市 民 の う ご き
令和４年８月１日現在（前月比）   

世帯数 1万1627世帯（+９世帯）
人　口  3万1244人（-14人）
〈男〉 1万4960人 （-14人）
〈女〉 1万6284人 （  ０人）

◆７月中の内訳
　転入　  81人　　出生　15人
　転出　  76人　　死亡　34人

おおのおおの
化石化石
通信通信

伊月化石壁で発見された恐竜足跡化石
（和泉郷土資料館で展示中）

スケッチ（黒い部分が足跡化石）

アロサウルスのイメージ
（提供：山本匠）

伊月化石壁の恐竜足跡化石伊月化石壁の恐竜足跡化石第９回第９回

　伊月化石壁の周辺には、崖から崩れ落ちた大きな岩がたくさんあります。岩の表面を観察すると、漣
れんこん

痕
（波が水底につくった模様）の他に、生

せいこん
痕化石（生き物が生息していた痕跡）が発見されることがあり、代表

的なものとして恐竜の足跡があります。

国内外から注目されている、本市の国内外から注目されている、本市の
地層や化石を紹介します。地層や化石を紹介します。

　指が細いなどの特徴から、獣
じゅうきゃくるい

脚類の足跡であることが分か
ります。獣脚類は、中生代に肉食恐竜として栄えたグループで、
ティラノサウルスやアロサウルスなどが含まれています。

すごい！岩の表面
に３本指の足跡が
見えるね！

+-

昭
和
40
年
９
月
14
日
か
ら

15
日
に
か
け
、
真
名
川
上

流
域
は
、
36
時
間
の
雨
量

が
１
０
４
４
㍉
と
い
う
か

つ
て
な
い
豪
雨
に
見
舞
わ

れ
た
▼
高
校
生
だ
っ
た
当
時
、
友
達
と
怖
い
も

の
見
た
さ
に
真
名
川
へ
向
か
っ
た
が
、
濁
流
に

う
ね
る
大
木
、
地
響
き
す
る
よ
う
な
音
、
圧
倒

的
な
水
の
力
の
凄
ま
じ
さ
に
驚
い
た
。
や
が
て
、

流
さ
れ
て
く
る
人
家
の
一
部
と
思
わ
れ
る
材
木

を
目
に
し
、
上
流
で
何
が
起
き
て
い
る
の
か
を

察
知
し
、
驚き

ょ
う
が
く愕
が
恐
怖
に
変
わ
っ
た
▼
旧
西
谷

村
は
、
民
家
、
役
場
、
学
校
な
ど
が
水
と
土
石

流
で
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た
。
村
の
再
建
も

計
画
さ
れ
た
が
、
真
名
川
ダ
ム
建
設
の
た
め
離

村
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。「
西
谷
村
史
」
に
は
、

危
機
に
際
し
、
行
政
、
住
民
が
一
体
と
な
り
、

命
を
守
っ
た
必
死
の
行
動
が
記
録
さ
れ
て
い
る

▼「
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
よ
う
な
」と

形
容
さ
れ
る
気
象
災
害
が
頻
発
し
て
い
る
。
台

風
や
ハ
リ
ケ
ー
ン
の
大
型
化
、
異
常
に
高
い
気

温
、
洪
水
と
干
ば
つ
等
々
。
地
球
温
暖
化
が
一

因
と
さ
れ
、
自
然
の
反
撃
に
遭
っ
て
い
る
よ
う

な
気
が
す
る
▼
日
本
に
住
む
私
た
ち
は
農
耕
民

族
だ
っ
た
故
か
、
自
然
災
害
へ
の
備
え
に
敏
感

だ
っ
た
。
ダ
ム
や
砂
防
堰え

ん
て
い堤
の
整
備
が
進
め
ら

れ
、
昔
に
比
べ
安
心
感
は
は
る
か
に
向
上
し
た
。

が
、
受
け
継
い
で
き
た
は
ず
の
敏
感
さ
を
鈍
ら

せ
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
▼
９
月
１
日
は
防
災

の
日
。
い
か
な
る
時
に
も
自
分
や
家
族
、
身
近

な
人
の
命
を
守
ら
れ
る
よ
う
に
備
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。（
Ｄ
・
Ｅ
）

今月のスナ プッ
　

県
内
各
地
を
突
如
襲
っ
た
記
録
的

な
大
雨
。
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
は

心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

大
野
市
で
は
、
被
災
地
の
皆
さ
ん

が
一
日
も
早
く
元
の
生
活
に
戻
れ
る

よ
う
に
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
を

運
行
し
ま
し
た
。

　

今
回
、
改
め
て
自
然
の
脅
威
を
痛

感
す
る
と
と
も
に
、
避
難
経
路
や
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
確
認
な
ど
、
日
頃

か
ら
災
害
に
備
え
て
お
く
こ
と
の
大

切
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

冠水している義景公園
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秋
の
夜
長
。
ふ
と
屋
外
で

空
を
見
上
げ
る
と
、
降
る

よ
う
な
満
天
の
星
。
大
気

が
乾
燥
す
る
秋
か
ら
冬
に

か
け
て
、
星
の
輝
き
は
徐
々

に
増
す
よ
う
で
あ
る
。
人

は
太
古
よ
り
、
星
に
様
々
な
想
い
を
か
け
、
物

語
を
紡
い
で
き
た
。「
星
座
」
と
呼
ば
れ
る
も
の

が
そ
れ
で
あ
る
▼
星
座
の
成
り
立
ち
は
紀
元
前

３
０
０
０
年
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
の
だ
そ
う
だ
。

メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
羊
飼
い
が
、
羊
の
番
を
し
な

が
ら
輝
く
星
々
を
結
ん
で
、
動
物
や
英
雄
の
姿

を
描
い
た
。
星
空
を
仰
ぐ
と
き
、
も
し
星
座
を

何
も
知
ら
な
か
っ
た
な
ら
、
ど
ん
な
に
味
気
な

い
思
い
を
す
る
こ
と
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
に
は
、

神
話
の
神
々
や
様
々
な
動
物
の
壮
大
な
ド
ラ
マ

が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
語
り
継
が
れ
た
物
語
を

思
い
お
こ
す
こ
と
は
、
私
た
ち
の
心
に
う
る
お

い
を
与
え
て
く
れ
る
▼
そ
も
そ
も
星
座
は
い
く

つ
あ
る
の
か
。
人
間
の
空
想
の
数
だ
け
創
造
さ

れ
れ
ば
際
限
が
な
い
。
増
え
続
け
る
星
座
に
、

国
際
天
文
学
会
が
88
の
星
座
を
定
め
て
現
在
に

至
っ
て
い
る
▼
文
明
の
進
歩
と
高
度
経
済
成
長

の
中
、
町
々
に
は
ネ
オ
ン
が
ま
た
た
き
明
か
り

が
あ
ふ
れ
、
私
た
ち
は
明
る
い
世
界
ば
か
り
を

求
め
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
闇
の
存
在
が
徐
々

に
失
わ
れ
て
き
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
テ
レ

ビ
か
ら
目
を
離
し
、
ス
マ
ホ
、
パ
ソ
コ
ン
か
ら

顔
を
上
げ
て
、
一
度
夜
空
を
見
上
げ
て
は
い
か

が
だ
ろ
う
か
▼
市
で
は
、
六
呂
師
を
国
際
ダ
ー

ク
ス
カ
イ
協
会
が
実
施
す
る
、
星
空
の
世
界
遺

産
と
も
呼
ば
れ
る
、「
星
空
保
護
区
」
に
認
定
さ

れ
る
べ
く
、
区
民
の
協
力
に
よ
る
運
動
を
展
開

し
て
い
る
。
星
の
光
が
ま
ば
ゆ
い
大
野
の
夜
空

を
共
有
で
き
れ
ば
と
願
う
。（
Ｋ
・
Ｋ
）

市 民 の う ご き
令和４年９月１日現在（前月比）   

世帯数 1万1618世帯（-９世帯）
人　口  3万1170人 （-74人）
〈男〉 1万4933人 （-27人）
〈女〉 1万6237人 （-47人）

◆８月中の内訳
　転入　  38人　　出生　10人
　転出　  80人　　死亡　42人

おおのおおの
化石化石
通信通信

下半原で発見されたティラノサウルス類の歯化石
（和泉郷土資料館で展示中）

初期のティラノサウルス類、
ディロングのイメージ

（提供：山本匠）

日本最古級のティラノサウルス類日本最古級のティラノサウルス類第10回第10回

　平成８年に、和泉地区の下半原に分布する前期白亜紀の手取層群伊月層（約１億2700万年前）から１点
の肉食恐竜の歯化石が発見されました。長さ約１㌢、幅約５㍉の小さな歯ですが、歯の断面がアルファベッ
トのD字型であるなど、ティラノサウルス類にしかない特徴が確認できます。本県ではこれまでに数多く
の恐竜化石が発掘されていますが、現在までにティラノサウルス類の化石が発見されているのは下半原だ
けです。

国内外から注目されている、本市の国内外から注目されている、本市の
地層や化石を紹介します。地層や化石を紹介します。

今月のスナ プッ

日本のティラノサウルス類のルーツは大野市にあり
　ティラノサウルス類の化石は、他に、国内では
北海道、岩手県、福島県、石川県、兵庫県、長崎
県、熊本県で発見されています。本市で発見され
た化石は、その中でも時代が古く、日本最古級に
なります。
　本市は日本のティラノサウルス類のルーツやア
ジアのティラノサウルス類の進化を知る上で重要
な場所であり、今後の調査でさらに多くの貴重な
化石が発見される可能性があります。

体長約1.5㍍

１目盛１㍉

歯の大きさから、中国遼
りょうねいしょう

寧省で発見されて
いるディロング（体長約1.5㍍）のような小
型の種類だと考えられているのよ！

　

先
日
、
小
学
校
の
連
合
体
育
大
会

の
取
材
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
個
人

や
チ
ー
ム
で
、
練
習
の
成
果
を
発
揮

し
よ
う
と
、
全
力
で
取
り
組
む
子
ど

も
た
ち
の
姿
は
輝
い
て
い
て
、
元
気

を
も
ら
い
ま
し
た
。
た
だ
、
こ
の
輝

き
を
写
真
で
表
現
す
る
の
は
難
し
い

で
す
ね
。
カ
メ
ラ
の
技
術
を
も
っ
と

磨
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
秋
は
ス
ポ
ー
ツ
、
芸
術
、
食
な
ど
、

楽
し
み
な
イ
ベ
ン
ト
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
皆
さ
ん
も
い
ろ
ん
な
秋
を

楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

ラストスパート！！
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【
藁
の
力
】
晩
秋
の
大
野
の

風
物
詩
と
し
て
昭
和
30
年

代
に
は
高
さ
３
㍍
ほ
ど
の

円
筒
形
の
藁
に
お
が
田
園

地
帯
に
多
く
見
ら
れ
ま
し

た
。
甘
い
も
の
に
飢
え
て
い
た
子
ど
も
の
頃
、

そ
の
中
に
大
き
な
渋
柿
を
入
れ
、
熟
し
て
甘
く

な
っ
た
の
を
食
べ
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
▼
当

時
、
藁
は
縄
、
ム
シ
ロ
、
カ
マ
ス
、
俵
な
ど
の

農
業
用
品
と
な
り
、
草
履
、
雪
靴
、
蓑
、
畳
な

ど
の
生
活
用
品
と
な
り
、
ま
た
堆
肥
や
牛
馬
の

飼
料
に
も
な
り
ま
し
た
。
藁
葺
き
の
家
屋
も
珍

し
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
遊
牧
の
民
が
羊
を

利
用
し
尽
く
す
の
と
同
じ
よ
う
に
稲
作
の
民
は

藁
を
徹
底
的
に
利
用
し
た
の
で
す
▼
藁
は
生
活

生
業
に
必
須
の
貴
重
品
で
あ
り
、
民
俗
学
者
の

柳
田
國
男
が
明
治
末
期
、
大
野
を
訪
れ
た
時
の

紀
行
文
『
北
国
紀
行
』
に
「
藁
を
大
事
に
す
る

こ
と
は
非
常
な
も
の
に
て
、
所
望
す
る
と
２
、

３
本
く
ら
い
を
奥
か
ら
出
し
て
く
る
」
と
若
生

子
で
の
体
験
を
記
し
て
い
ま
す
。
今
昔
物
語
に

出
て
く
る
「
わ
ら
し
べ
長
者
」
の
物
語
に
は
藁

を
大
切
に
す
べ
し
と
の
教
訓
的
意
味
が
含
ま
れ

て
い
る
と
思
い
ま
す
▼
今
で
は
コ
ン
バ
イ
ン
に

よ
っ
て
稲
か
ら
藁
に
な
る
や
瞬
く
間
に
細
断
さ

れ
て
原
形
を
留
め
ま
せ
ん
が
、
翌
春
に
は
肥
料

と
な
っ
て
蘇
り
ま
す
。
持
続
可
能
な
社
会
の
実

現
の
た
め
に
は
循
環
型
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
不

可
欠
で
す
が
、
リ
サ
イ
ク
ル
率
１
０
０
㌫
の
優

等
生
で
あ
る
藁
が
そ
の
象
徴
的
存
在
と
し
て
、

持
て
る
力
を
再
び
発
揮
す
る
時
代
が
到
来
す
る

こ
と
を
夢
見
て
い
ま
す
。（
風
談
人
）

おおのおおの
化石化石
通信通信 恐竜時代のカメ　マンチュロケリス恐竜時代のカメ　マンチュロケリス第11回第11回

　本市で発掘された恐竜など脊椎動物化石の多くは、研
究者ではなくアマチュアの化石収集家によって発見され
ています。
　平成13年、県内在住の島田正樹さんが和泉地区の長野
に分布する手取層群からカメ類の甲羅化石を発見しまし
た。その後の研究により、この化石標本には、カメ類の
中でも中国遼

りょうねいしょう

寧省と内モンゴル自治区に分布する前期白
亜紀の地層から発見されている「マンチュロケリス」とい
う種類のみが持つ特徴があることが分かりました。
　本市で発見されたマンチュロケリスは新種の可能性が
ありますが、発見された部位が少なく証拠が十分ではな
いため、今後の新たな追加標本の発見が待たれます。

国内外から注目されている、本市の国内外から注目されている、本市の
地層や化石を紹介します。地層や化石を紹介します。

今月のスナ プッ

マンチュロケリスの復元図（提供：おさとみ麻美）

本市で発見されたマンチュロケリスの甲羅化石
（上の写真）と甲羅のイメージ（左：背側の甲羅、
右：腹側の甲羅）。本市で発見された部位は赤
で示した部分。

１目盛１㌢

アマチュアの活躍が
数々の大発見につな
がっているんだよ！

市 民 の う ご き
令和４年10月１日現在（前月比）   

世帯数 1万1617世帯 （-１世帯）
人　口  3万1122人 （-48人）
〈男〉 1万4915人 （-18人）
〈女〉 1万6207人 （-30人）

◆９月中の内訳
　転入　  66人　　出生　13人
　転出　  82人　　死亡　45人

　

Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｏ
ア
ー
ト
プ
レ
イ
ス

で
西
野
カ
イ
ン
さ
ん
の
作
品
展
が
開

か
れ
て
い
る
の
に
合
わ
せ
て
、
ラ
イ

ブ
ペ
イ
ン
ト
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
き
な
キ
ャ
ン
パ
ス
に
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
描
い
て
い
く
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
に
会
場
の
皆
さ
ん
は
釘
付
け
で
、

作
品
が
完
成
す
る
ま
で
の
過
程
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ラ
イ
ブ
ペ
イ
ン
ト
は
11
月
20
日
に

も
開
催
さ
れ
ま
す
。
興
味
が
あ
る
人

は
、
ぜ
ひ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｏ
ア
ー
ト
プ

レ
イ
ス
へ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

圧巻のライブペイント
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冬
の
夜
に
北
風
が
ヒ
ュ
ー

ヒ
ュ
ー
と
電
線
を
鳴
ら
す

の
を
「
虎も

が
り
ぶ
え

落
笛
」
と
い
う
。

手
元
に
あ
る
辞
書
を
見
る

と
、
竹
を
筋
違
い
に
組
み

合
わ
せ
た
柵
と
い
う
意
味

の
ほ
か
に
、
強ゆ

す請
り
、
か
た
り
と
い
う
意
味
も

書
か
れ
て
い
る
▼
も
と
も
と
中
国
で
虎
よ
け
の

竹
垣
を
「
虎こ

ら
く落
」
と
い
っ
た
の
が
、
日
本
で
竹

柵
を
示
す
「
も
が
り
」
と
い
う
言
葉
に
あ
て
ら

れ
、
そ
こ
か
ら
「
も
が
る(

強
請
る)

」
と
い

う
動
詞
に
も
転
用
さ
れ
た
よ
う
だ
。
虎
落
笛
は

竹
柵
を
吹
き
抜
け
る
風
の
音
か
ら
生
ま
れ
た
言

葉
の
よ
う
で
あ
る
▼
だ
が
俳
人
の
飯い

い
だ田
龍り

ゅ
う
た太
さ

ん
は
、
強
請
り
の
方
の
系
列
の
「
も
の
を
ね
だ

る
」「
だ
だ
を
こ
ね
る
」
か
ら
来
た
言
葉
だ
ろ

う
と
書
い
て
い
る(

「
日
本
大
歳
時
記
」)

。
寒

風
が
竹
や
電
線
を
鳴
ら
す
音
が
ち
ょ
う
ど
「
冬

天
の
だ
だ
っ
子
が
も
が
る
よ
う
な
感
じ
」
だ
か

ら
だ
。
何
と
も
豪
快
な
だ
だ
っ
子
で
あ
る
▼
年

末
に
な
る
と
、
低
気
圧
の
通
過
に
と
も
な
い
天

気
が
崩
れ
、
そ
の
後
に
強
い
寒
気
が
入
っ
て
く

る
。
こ
の
時
期
に
日
本
付
近
を
通
る
発
達
し
た

低
気
圧
は
「
年
末
低
気
圧
」
と
よ
ば
れ
、
大

荒
れ
の
天
気
に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
▼
年

末
低
気
圧
が
通
過
す
る
と
日
本
付
近
は
西
高
東

低
の
本
格
的
な
冬
型
の
気
圧
配
置
と
な
り
、
北

風
吹
き
す
さ
ぶ
虎
落
笛
の
シ
ー
ズ
ン
で
あ
る
。

こ
の
寒
波
を
呼
び
込
む
年
末
低
気
圧
、
記
録
を

調
べ
る
と
や
っ
て
来
な
い
年
も
多
い
と
い
う
。

年
の
瀬
の
荒
天
や
年
末
寒
波
、
正
月
寒
波
は
記

憶
に
残
り
や
す
い
よ
う
で
あ
る
。
温
暖
化
と
異

常
気
象
ば
か
り
が
取
り
ざ
た
さ
れ
る
今
日
こ
の

頃
、
冬
天
の
だ
だ
っ
子
も
姿
を
見
せ
て
ほ
し
い

も
の
だ(

Ｍ
・
Ｙ)

おおのおおの
化石化石
通信通信 大野市の化石発掘調査大野市の化石発掘調査最終回最終回 国内外から注目されている、本市の国内外から注目されている、本市の

地層や化石を紹介します。地層や化石を紹介します。

今月のスナ プッ

市 民 の う ご き
令和４年11月１日現在（前月比）   

世帯数 1万1591世帯（-26世帯）
人　口  3万1066人 （-56人）
〈男〉 1万4892人 （-23人）
〈女〉 1万6174人 （-33人）

◆10月中の内訳
　転入　  51人　　出生　10人
　転出　  60人　　死亡　57人

　

11
月
上
旬
、
秋
が
深
ま
り
紅
葉
が

見
頃
と
な
っ
た
九
頭
竜
湖
へ
カ
ヌ
ー

ツ
ー
リ
ン
グ
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

カ
ヌ
ー
か
ら
は
、
色
づ
い
た
木
々
を

間
近
で
眺
め
る
こ
と
が
で
き
、
美
し

い
景
色
と
豊
か
な
自
然
を
満
喫
で
き

ま
す
。

　

四
季
折
々
の
自
然
を
楽
し
め
る

九
頭
竜
湖
。
冬
を
迎
え
、
雪
化
粧
し

た
九
頭
竜
湖
の
冬
景
色
も
楽
し
み

で
す
。

湖面から見上げた夢のかけはし

中部縦貫自動車道の工事で
発見された化石

　本市と県立恐竜博物館は、平成30年４月～
11月、中部縦貫自動車道大野油坂道路の石徹
白川橋建設工事（本市貝皿）により排出された岩
石を対象に発掘調査を実施し、アンモナイトや
二枚貝の化石を発見しました。

石徹白川橋建設工事（平成30年８月20日撮影）

　アンモナイトは、地層の時代を決定するための指標
（示準化石）として重要なため、世界中で調査研究が進
められています。ところが、石徹白川河川敷に露出す
る地層中にどんなアンモナイトが含まれているのか
は、これまでよく分かっていませんでした。
　今回の発掘調査では、４種類のアンモナイトが発見
されました。発見されたアンモナイトの種類から、石
徹白川河川敷には中期ジュラ紀前期カロビアン期（約
１億6600万年前）に海で堆積した地層が存在すること
が明らかになりました。

発掘調査で発見されたアンモナイト化石

工事をきっかけ
に、重要な化石が
たくさん発見さ
れるといいな！

期待が高まる本市の化石研究を、市民みんなで
盛り上げていきましょう。
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